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設工認（制御棒案内管の製作）の補正について 

令和 3年 2月 15日 

日本原子力研究開発機構 

原子力科学研究所 

 

１．経緯 

 制御棒案内管の製作に係る設工認については、平成 23年 8月の申請以降、新規制基

準対応を優先させていたことから審査を延期していた。しかしながら、新規制基準対応

のための長期の原子炉停止中に製作及び交換を実施したいと考え、令和 2 年 2 月に当

時の規則に基づく内容で補正を実施した。その後、施設の運転再開に係る設工認及び保

安規定審査を優先させるために、再度制御棒案内管の製作に係る審査を延期した。その

間、令和 2年 4月 1日に試験炉規則が改正され、独立検査制度等に移行したことから、

再度、現行の規則に基づく申請内容に改める補正を実施する。 

 

２．補正内容 

 令和 2 年 4 月 1 日付けで施行された試験炉規則に基づく記載内容に改める。なお、

補正に当たっては、これまでに新規制基準に基づき制御棒案内管が十分な耐震性を有

することが確認できたことから、耐震性に係る添付計算書を削除する。加えて、次の３．

に示すように制作メーカが十分な製作精度を有することを確認できたことから製作公

差を見直す。 

 

申請書本文 

・制御棒案内管の内寸法のマイナス側の公差を変更。 

・試験炉規則改正を受けた記載の見直し。 

添付書類 1 

・耐震計算書を削除し、既認可の設工認を引用。 

添付書類 3 

・試験炉規則改正を受けた記載の見直し。 

添付書類 4 

・従前の記載を削除し、許可との整合性の説明書を添付。 

  



３．製作公差の変更 

 制御棒案内管の内寸法の公差については、66.2mm±0.8mmとしていたが、今般、制作メー

カの再選定及び試作品による製作精度の確認を行い、十分な精度を有することを確認でき

たことから 66.2mm（+0.8mm , -0mm）に変更する。なお、当該変更は耐震 Sクラス施設に分

類される制御棒案内管の製作精度向上を図るものであり、設計上要求される寸法を変更す

るものではない。 

 

JRR-3の制御棒案内管の公差の変更経緯 

 案内管内寸法（公差） 

[mm] 
備考 

H23申請時 66.2（+0.8 , -0.2） H2改造時から変更なし。 

R2補正時 66.2（+0.8 , -0.8） 

H23 申請時から時間を要したことから、

この間に、製作メーカより「技術者退職

に伴い、JIS 規格を上回る公差での製作

は困難。」と連絡があり、公差を JIS 規

格へ変更。 

今回補正 66.2（+0.8 , -0） 

新たな製作メーカを選定し、試作を行

い、十分な製作精度を有することを確認

した。 

 



制御棒案内管の構造図
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について、±0.8 から+0.8 , -0 に見直す。 


